
２０１９年度 附属幼稚園研究の方向性 

＜研究の全体構想図＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜研究の目的＞ 

子どもの姿から思いを読み取ることを中心に，主体的な活動を支える保育をめざす。 

 ・その時期，その状況での子どもの思いを読み取る。 

 ・多面的な見方，ものの考え方に触れ，子ども理解の深化を図る。  

・教師自身の資質の向上をめざす。 

 

＜研究方法＞  

（１）研究サブテーマを設定し，共通理解を図る。 

・「子どもの主体的な活動とは」「見取り・読み取り」についての捉え 

（２）個人で日常の保育場面の事例をもとに，子どもの思いを自分なりに読み取る。 

   さらに，全体研で多様な視点からそれぞれの子どもの思いを問い直し，読み取りを深める。 

（３）園内研究保育を行い，３年齢の子どもの姿，環境の構成・援助についての理解を深める。 

   また，共通の場面を観察し，全員で読み取りをする。 

（４）保育研究協議会では，遊びの経過がわかるパワーポイントを作成し，参加者と共に意見を出し

合い，子どもの姿から思いを探り読み取る。 

（５）（２）（３）（４）からみえてきたものについて整理分析する。 

（６）教育課程を見直し，加筆・修正を行う。 

○教育目標 

豊かに生きる子どもの育成 

― ゆたかに生きる，たくましく生きる，かがやいて生きる ― 

○めざす子ども像 

心豊かなやさしい子ども・工夫し楽しく遊ぶ子ども・元気いっぱい活動する子ども 

○年齢ごとの発達の捉え 

自分で（３歳児）・自分から（４歳児）・自分たちで（５歳児） 

＜２０１９年度 研究テーマ＞ 

子どもの主体的な活動を支える保育を目指して（２年次） 
～ 子どもの姿から思いを探り読み取る ～ 

平成３０年度 幼稚園教育要領の施行 
平成３０年度研究 

「子どもの主体的な活動を支える 

保育を目指して」（チーム研究） 

（３歳児）素材とかかわる子どもの姿から

教材について考える 

（４歳児）記録を活用した保育の充実 

（５歳児）共通のめあてに向かって，思い

や考えを出し合いながら遊ぶ

環境の構成と援助を探る 

 

四校園協働研究 

大分県における「グローバル人材」の 

資質・能力の育成 

○挑戦意欲と責任感・使命感 

○多様性を受け入れ協働する力 


